
 

初初級級編編･･････  騒騒音音作作業業はは有有害害業業務務でですす。。      

  
著著ししいい騒騒音音下下でで長長期期間間業業務務をを続続けけるるとと騒騒音音性性難難聴聴がが発発生生しし

まますす。。現現在在騒騒音音性性難難聴聴ににはは有有効効なな治治療療法法ががななくく、、職職場場のの管管

理理かからら予予防防すするるここととがが大大切切でですす。。  

今今回回はは労労働働安安全全衛衛生生規規則則にに準準じじてて騒騒音音職職場場管管理理をを行行いいまましし

ょょうう。。  
  
ⅠⅠ．．事事業業者者ののみみななささんんへへ  

埼埼玉玉県県でではは一一般般健健診診のの聴聴力力44000000HHzz  のの有有所所見見率率はは約約88%%でですす。。ここれれよよりりははるるかかにに%%のの高高いい事事業業場場

でではは騒騒音音性性難難聴聴をを発発生生ししてていいるる可可能能性性ががあありりまますす。。  

次次ののよよううなな屋屋内内作作業業場場でではは作作業業環環境境測測定定基基準準にに従従っってて 66  ヶヶ月月にに等等価価騒騒音音レレベベルルにによよるる騒騒音音  

測測定定をを行行いいままししょょうう！！  

  
  
ⅰⅰ  鋲鋲打打ちち機機、、ははつつりり機機、、鋳鋳物物のの型型込込機機等等圧圧縮縮空空気気にによよりり駆駆動動さされれるる機機械械又又はは器器具具をを取取  

りり扱扱うう業業務務をを行行うう屋屋内内作作業業場場  

ⅱⅱ  ロローールル機機、、圧圧延延機機等等にによよるる金金属属のの圧圧延延、、伸伸線線、、ひひずずみみ取取りり又又はは板板曲曲げげのの業業務務（（  液液体体ププレレ  

ススにによよるるひひずずみみ取取りり及及びび板板曲曲げげ並並びびににダダイイススにによよるる線線引引ききのの業業務務をを除除くく。。））をを行行うう屋屋内内  

作作業業場場    

ⅲⅲ  動動力力にによよりり駆駆動動さされれるるハハンンママーーをを用用いいるる金金属属のの鍛鍛造造又又はは成成型型のの業業務務をを行行うう屋屋内内作作業業場場  

ⅳⅳ  タタンンブブララーーにによよるる金金属属製製品品のの研研磨磨又又はは砂砂落落しし業業務務をを行行うう屋屋内内作作業業場場  

ⅴⅴ  動動力力にによよりりチチェェーーンン等等をを用用いいててドドララムム缶缶をを洗洗浄浄すするる業業務務をを行行うう屋屋内内作作業業場場  

ⅵⅵ  ドドララムムババーーカカーーにによよりり、、木木材材をを削削皮皮すするる業業務務をを行行うう屋屋内内作作業業場場  

ⅶⅶ  チチッッパパーーにによよりりチチッッププすするる業業務務をを行行うう屋屋内内作作業業場場  

ⅷⅷ  多多筒筒抄抄紙紙機機にによよりり紙紙ををすすくく業業務務をを行行うう屋屋内内作作業業場場  

強強烈烈なな騒騒音音（（等等価価騒騒音音レレベベルル 9900ddBB((AA))以以上上））のの屋屋内内作作業業場場でではは次次ののよよううなな騒騒音音対対策策をを行行

いいままししょょうう！！  



  

ⅰⅰ  音音源源対対策策：：作作業業のの方方法法又又はは機機械械等等のの改改善善等等    

ⅱⅱ  伝伝播播経経路路対対策策：：隔隔壁壁をを設設けけるる等等    

ⅲⅲ  受受音音者者対対策策：：耳耳栓栓そそのの他他のの保保護護具具をを備備ええ、、そそれれをを使使用用ししななけけれればばななららなないい旨旨標標示示  

 

 

85dB(A) （警告レベル）    警告記号
 
黒く縁取った黄色の三角記号 

区域の外側の限界点に置かれる 

 

90dB(A) （危険レベル）  耳保護具着用
 
白く輪郭を描いた耳保護具を着用した頭部 

のシルエットを含む青い円形の記号 

この記号は、この区域の外側の限界点に置 

かれ、聴力保護手段を講じなければならな 

いこと。  

140dB(A) 
 
この記号の境界をこえることを禁止 

赤で縁取った白の円形記号であって 

開いた手を黒で描いている。 

近接禁止を示す。 
 

 

 

 

 

ⅡⅡ．．働働くくみみななささんんへへ  

    騒騒音音性性難難聴聴でで一一度度失失っったた聴聴力力はは元元にに戻戻りりまませせんん。。騒騒音音職職場場でで用用意意さされれたた耳耳栓栓はは正正ししくく装装着着しし  

ままししょょうう！！  

      

以以上上ががででききれればば初初級級編編はは卒卒業業でですす。。  

    旧旧労労働働省省がが策策定定ししたた「「騒騒音音障障害害防防止止ののたためめののガガイイドドラライインン」」をを参参照照ししててささららにに騒騒音音職職場場管管理理

をを進進めめてて下下ささいい。。ごご質質問問等等あありりままししたたらら気気軽軽ににおお問問いい合合わわせせ下下ささいい。。  

 

 

 

 

ILO（1984） 



中中級級編編･･････    
  

今今回回はは「「騒騒音音障障害害防防止止ののたためめののガガイイドドラライインン（（以以下下「「ガガイイドドラライインン」」とと省省略略））」」にに準準じじてて騒騒音音職職

場場管管理理をを行行いいままししょょうう。。対対象象はは主主にに等等価価  騒騒音音レレベベルル8855ddBB((AA))  以以上上のの作作業業場場でですす。。ここれれはは8855ddBB((AA))  

以以上上のの騒騒音音作作業業にによよっってて経経年年的的にに騒騒音音性性難難聴聴をを発発生生すするるここととにによよりりまますす。。  
  
ⅠⅠ．．対対象象のの作作業業場場  

対対象象ととななるるののはは、、初初級級編編のの88  作作業業場場にに加加ええてて等等価価騒騒音音レレベベルル8855ddBB((AA))以以上上ととななるる可可能能性性がが大大

ききいい5522  作作業業場場のの計計6600  作作業業場場でですす。。たたくくささんんのの作作業業場場ががあありりまますすかからら、、一一度度はは目目をを通通ししてておお

ききままししょょうう！！ままたた、、ここここにに掲掲げげらられれてていいなないい作作業業場場ででああっっててもも、、騒騒音音レレベベルルがが高高いいとと思思わわれれ

るる場場合合はは「「ガガイイドドラライインン」」とと同同様様なな騒騒音音職職場場管管理理をを行行ううここととがが望望ままししいいととさされれてていいまますす。。  
  

追追加加5522  作作業業場場  

１１  イインンパパククトトレレンンチチ、、ナナッットトラランンナナーー、、電電動動ドドラライイババーー等等をを用用いい、、ボボルルトト、、ナナッットト等等のの締締めめ付付  

けけ、、取取りり外外ししのの業業務務をを行行うう作作業業場場  
  

２２  シショョッットトブブララスストトにによよりり金金属属のの研研磨磨のの業業務務をを行行うう作作業業場場  
  
３３  携携帯帯用用研研削削盤盤、、ベベルルトトググラライインンダダーー、、チチッッピピンンググハハンンママーー等等をを用用いいてて金金属属のの表表面面のの研研削削又又はは

研研磨磨のの業業務務をを行行うう作作業業場場    
  
４４  動動力力ププレレスス（（油油圧圧ププレレススおおよよびびププレレススブブレレーーキキをを除除くく。。））  にによよりり、、鋼鋼板板のの曲曲げげ、、絞絞りり、、せせ

んん断断等等のの業業務務をを行行うう作作業業場場  
  

５５  シシャャーーにによよりり、、鋼鋼板板をを連連続続的的にに切切断断すするる業業務務をを行行うう作作業業場場  
  

６６  動動力力にによよりり鋼鋼線線をを切切断断しし、、くくぎぎ、、ボボルルトト等等のの連連続続的的なな製製造造のの業業務務をを行行うう作作業業場場  
  

７７  金金属属をを溶溶融融しし、、鋳鋳鉄鉄製製品品、、合合金金製製品品等等のの成成型型のの業業務務をを行行うう作作業業場場  
  

８８  高高圧圧酸酸素素ガガススにによよりり、、鋼鋼材材のの溶溶断断のの業業務務をを行行うう作作業業場場  
  

９９  鋼鋼材材、、金金属属製製品品等等ののロローールル搬搬送送等等のの業業務務をを行行うう作作業業場場  
  

1100  乾乾燥燥ししたたガガララスス原原料料をを振振動動フフィィーーダダーーでで搬搬送送すするる業業務務をを行行うう作作業業場場  
  

1111  鋼鋼管管ををススキキッッドド上上でで検検査査すするる業業務務をを行行うう作作業業場場  
  

1122  動動力力巻巻取取機機にによよりり、、鋼鋼板板、、線線材材をを巻巻きき取取るる業業務務をを行行うう作作業業場場  
  

1133  ハハンンママーーをを用用いいてて金金属属のの打打撃撃又又はは成成型型のの業業務務をを行行うう作作業業場場  
  

1144  圧圧縮縮空空気気をを用用いいてて溶溶融融金金属属をを吹吹きき付付けけるる業業務務をを行行うう作作業業場場  
  

1155  ガガススババーーナナーーにによよりり金金属属表表面面ののキキズズをを取取るる業業務務をを行行うう作作業業場場  
  

1166  丸丸ののここ盤盤をを用用いいてて金金属属をを切切断断すするる業業務務をを行行うう作作業業場場  
  

1177  内内燃燃機機関関のの製製造造工工場場又又はは修修理理工工場場でで、、内内燃燃機機関関のの試試運運転転のの業業務務をを行行うう作作業業場場  
  

1188  動動力力にによよりり駆駆動動すするる回回転転砥砥石石をを用用いいてて、、ののここ歯歯をを目目立立ててすするる業業務務をを行行うう作作業業場場  
  

1199  衝衝撃撃式式造造形形機機をを用用いいてて砂砂型型をを造造形形すするる業業務務をを行行うう作作業業場場  
  

2200  ココンンククリリーートトパパネネルル等等をを製製造造すするる工工程程ににおおいいてて、、テテーーブブルルババイイブブレレーータタにによよりり締締めめ固固めめのの業業  

務務をを行行うう作作業業場場  
  

2211  振振動動式式型型ばばららしし機機をを用用いいてて砂砂型型よよりり鋳鋳物物をを取取りり出出すす業業務務をを行行うう作作業業場場  



2222  動動力力にによよりりガガススケケッットトををははくく離離すするる業業務務をを行行うう作作業業場場  
  

2233  びびんん、、ブブリリキキ缶缶等等のの製製造造、、充充ててんん、、冷冷却却、、ララベベルル表表示示、、洗洗浄浄等等のの業業務務をを行行うう作作業業場場    
  

2244  射射出出成成型型機機をを用用いいててププララススチチッッククのの押押出出しし、、切切断断のの業業務務をを行行うう作作業業場場  
  

2255  ププララススチチッックク原原料料等等をを動動力力にによよりり混混合合すするる業業務務をを行行うう作作業業場場  
    

2266  みみそそ製製造造工工程程ににおおいいてて動動力力機機械械にによよりり大大豆豆のの選選別別のの業業務務をを行行うう作作業業場場  
  

2277  ロローールル機機をを用用いいててゴゴムムをを練練るる業業務務をを行行うう作作業業場場  
  

2288  ゴゴムムホホーーススをを製製造造すするる工工程程ににおおいいてて、、ホホーースス内内のの内内糸糸をを編編上上機機にによよりり編編みみ上上げげるる業業務務をを行行うう
作作業業場場  
  

2299  織織機機をを用用いいててガガララスス繊繊維維等等原原糸糸をを織織布布すするる業業務務をを行行うう作作業業場場  
  

3300  ダダブブルルツツイイススタタ一一等等高高速速回回転転のの機機械械をを用用いいてて、、ねねんん糸糸又又はは加加工工糸糸のの製製造造のの業業務務をを行行うう作作業業場場  
  

3311  カカッッププ成成型型機機にによよりり、、紙紙ココッッププをを成成型型すするる業業務務をを行行うう作作業業場場  
  

3322  モモノノタタイイププ、、キキャャススタターー等等をを用用いいてて、、活活字字のの鋳鋳造造のの業業務務をを行行うう作作業業場場  
  

3333  ココルルゲゲーータタママシシンンにによよりりダダンンボボーールル製製造造のの業業務務をを行行うう作作業業場場    
  

3344  動動力力にによよりり、、原原紙紙、、ダダンンボボーールル紙紙等等のの連連続続的的なな折折りり曲曲げげ又又はは切切断断のの業業務務をを行行うう作作業業場場  
    
3355  高高速速輪輪転転機機にによよりり印印刷刷のの業業務務をを行行うう作作業業場場  

  
3366  高高圧圧水水にによよりり鋼鋼管管のの検検査査のの業業務務をを行行うう作作業業場場  

  
3377  高高圧圧リリムムーーババをを用用いいててIICC  パパッッケケーージジののババリリ取取りりのの業業務務をを行行うう作作業業場場  

  
3388  圧圧縮縮空空気気をを吹吹きき付付けけるるここととにによよりり、、物物のの選選別別、、取取出出しし、、ははくく離離、、乾乾燥燥等等のの業業務務をを行行うう作作業業場場  

  
3399  乾乾燥燥設設備備をを使使用用すするる業業務務をを行行うう作作業業場場  

  
4400  電電気気炉炉、、ボボイイララーー又又ははエエアアココンンププレレッッササーーのの運運転転のの業業務務をを行行うう作作業業場場  

  
4411  デディィーーゼゼルルエエンンジジンンにによよりり発発電電のの業業務務をを行行うう作作業業場場  

  
4422  多多数数のの機機械械をを集集中中ししてて使使用用すするるここととにによよりり製製造造、、加加工工又又はは搬搬送送のの業業務務をを行行うう作作業業場場  

  
4433  岩岩石石又又はは鉱鉱物物をを動動力力にによよりり破破砕砕しし、、又又はは粉粉砕砕すするる業業務務をを行行うう作作業業場場  

  
4444  振振動動式式ススククリリーーンンをを用用いいてて、、土土石石ををふふるるいい分分けけるる業業務務をを行行うう作作業業場場  

  
4455  裁裁断断機機にによよりり石石材材をを裁裁断断すするる業業務務をを行行うう作作業業場場  

  
4466  車車両両系系建建設設機機械械をを用用いいてて掘掘削削又又はは積積込込みみのの業業務務をを行行うう坑坑内内のの作作業業場場  

  
4477  ささくく岩岩機機、、ココーーキキンンググハハンンママ、、ススケケーーリリンンググハハンンママ、、ココンンククリリーートトブブレレーーカカ等等圧圧縮縮空空気気にによよ

りり駆駆動動さされれるる手手持持動動力力工工具具をを取取りり扱扱うう業業務務をを行行うう作作業業場場  
  

4488  ココンンククリリーートトカカッッタタをを用用いいてて道道路路舗舗装装ののアアススフファァルルトト等等のの切切断断のの業業務務をを行行うう作作業業場場  
  

4499  チチェェーーンンソソーー又又はは刈刈払払機機をを用用いいてて立立木木のの伐伐採採、、草草木木のの刈刈払払いい等等のの業業務務をを行行うう作作業業場場  
  

5500  丸丸ののここ盤盤、、帯帯ののここ盤盤等等材材木木加加工工用用機機械械をを用用いいてて木木材材をを切切断断すするる業業務務をを行行うう作作業業場場  
  

5511  水水圧圧ババーーカカーー又又ははヘヘッッドドババーーカカーーにによよりり、、木木材材をを削削皮皮すするる業業務務をを行行うう作作業業場場  
  

5522  空空港港のの駐駐機機場場所所ににおおいいてて、、航航空空機機へへのの指指示示誘誘導導、、給給油油、、荷荷物物のの積積込込みみ等等のの業業務務をを行行うう作作業業  

 

  

  

  



ⅡⅡ．．  対対象象のの作作業業場場でではは作作業業環環境境測測定定基基準準にに従従っってて等等価価騒騒音音レレベベルルにによよるる騒騒音音測測定定（（  普普通通騒騒音音計計、、    

    周周波波数数補補正正回回路路AA  特特性性､､1100分分間間以以上上））をを行行いいままししょょうう！！    

    （（  屋屋内内作作業業場場ででははAA  測測定定（（66MM以以下下メメッッシシュュのの交交点点、、55  点点以以上上、、床床上上11..22～～11..55MM））及及びびBB  測測定定  

    （（  近近接接点点、、騒騒音音レレベベルル最最大大時時））をを66ヶヶ月月ごごととにに、、屋屋外外作作業業場場ででははBB  測測定定をを作作業業場場にに変変更更がが  

    ああれればばそそのの都都度度））  

    ななおお、、屋屋内内作作業業場場でではは測測定定のの日日時時、、方方法法、、箇箇所所、、条条件件、、結結果果、、実実施施者者及及びび評評価価のの日日時時、、箇箇所所、、      

    結結果果、、実実施施者者、、措措置置  内内容容をを記記録録しし、、33年年間間保保存存ししままししょょうう。。  

  

表表11．．騒騒音音測測定定結結果果のの評評価価  

B 測 定 

85dB(A)以上 

〜 

  

85dB(A)未満 

90dB(A)未満 

90dB(A)以上 

85dB(A)未満 第第ⅠⅠ管管理理区区分分  第第ⅡⅡ管管理理区区分分  第第ⅢⅢ管管理理区区分分  

85dB(A)以上 

〜 
90dB(A)未満 

第第ⅡⅡ管管理理区区分分  第第ⅡⅡ管管理理区区分分  第第ⅢⅢ管管理理区区分分  

平
均
値
Ａ
測
定 

90dB(A)以上 第第ⅢⅢ管管理理区区 第第ⅢⅢ管管理理区区分分 第第ⅢⅢ管管理理区区分分 

  
備備考考･･････  

11  ｢｢AA測測定定平平均均値値｣｣はは、、測測定定値値をを算算術術平平均均ししてて求求めめるるこことと。。  

22  ｢｢AA測測定定平平均均値値｣｣のの算算定定はは、、8800ddBB((AA))未未満満のの測測定定値値はは含含めめなないいこことと。。  

33  AA測測定定ののみみをを実実施施ししたた場場合合はは、、表表中中ののBB測測定定のの欄欄はは8855ddBB((AA))未未満満のの  

欄欄をを用用いいてて評評価価すするるこことと。。  

  
  

ⅢⅢ．．第第ⅡⅡ管管理理区区分分以以上上のの屋屋内内作作業業場場でではは騒騒音音職職場場ででああるるここととをを標標示示ししままししょょうう！！  

    ななおお、、第第ⅢⅢ管管理理区区分分等等のの作作業業場場でではは耳耳栓栓等等のの使使用用をを標標示示ししままししょょうう。。  

  

ⅣⅣ．．第第ⅡⅡ管管理理区区分分以以上上のの屋屋内内作作業業場場でではは騒騒音音対対策策をを行行いいままししょょうう！！    

ななおお、、第第ⅢⅢ管管理理区区分分（（必必要要にに応応じじてて第第ⅡⅡ管管理理区区分分））等等のの作作業業場場でではは耳耳栓栓等等をを使使用用ししままししょょうう！！    

  

  

  

  

  



表表22．．代代表表的的なな騒騒音音対対策策のの方方法法  

分分類類  方方法法  具具体体例例  

  

11．．騒騒音音発発生生源源対対策策  

  

発発生生源源のの低低騒騒音音化化  

発発生生原原因因のの除除去去  

  

遮遮音音  

消消音音  

防防振振  

制制振振  

運運転転方方法法のの改改善善  

  

  

低低騒騒音音型型機機械械のの採採用用  

給給油油、、不不釣釣合合調調整整、、  

部部品品交交換換等等  

防防音音カカババーー、、ララギギンンググ  

消消音音器器、、吸吸音音ダダククトト  

防防振振ゴゴムムのの取取りり付付けけ  

制制振振材材のの装装置置  

自自動動化化、、配配置置のの変変更更等等  

  

22．．伝伝ぱぱ経経路路対対策策  

  

距距離離減減衰衰  

遮遮蔽蔽効効果果  

吸吸音音  

指指向向性性  

  

配配置置のの変変更更等等  

遮遮蔽蔽物物、、防防音音塀塀  

建建屋屋内内部部のの消消音音処処理理  

音音源源のの向向ききのの変変更更  

  

  

33．．受受音音者者対対策策  

  

遮遮音音  

作作業業方方法法のの改改善善  

  

耳耳のの保保護護  

  

  

防防音音監監視視室室  

作作業業ススケケジジュューールルのの調調整整  

遠遠隔隔操操作作等等  

耳耳栓栓、、耳耳覆覆  

  

  

対対象象のの作作業業場場にに関関ししてて労労働働安安全全衛衛生生法法第第8888  条条のの規規定定にに基基づづくく計計画画のの届届出出をを行行うう時時はは、、騒騒音音障障害害

防防止止対対策策のの概概要要をを示示すす書書面面等等をを添添付付ししまますす。。  

  

以以上上ががででききれればば中中級級編編はは卒卒業業でですす。。  

  

次次回回上上級級編編でではは聴聴覚覚管管理理をを中中心心ににごご説説明明ししまますす。。ごご質質問問等等ががあありりままししたたらら気気軽軽ににおお問問いい合合わわせせ下下

ささいい。。  

  

 

 

 

 

 

 



上上級級編編･･････  

今今回回もも「「ガガイイドドラライインン」」にに準準じじてて、、中中級級編編にに続続くく騒騒音音職職場場管管理理をを行行いいままししょょうう。。  

ⅠⅠ．．対対象象のの作作業業場場でではは常常時時従従事事すするる作作業業者者にに騒騒音音健健診診をを行行いいままししょょうう！！  
    

騒騒音音障障害害のの程程度度はは個個人人差差がが大大ききくく、、結結果果をを就就業業上上のの措措置置にに反反映映ささせせるる必必要要ががあありりまますす。。ななおお  

結結果果はは55  年年間間保保存存しし、、特特にに定定期期健健診診のの結結果果はは労労働働基基準準監監督督署署長長にに報報告告ししままししょょうう。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

図図．．騒騒音音健健診診（（第第ⅠⅠ管管理理区区分分等等のの作作業業場場でではは定定期期健健診診のの省省略略がが可可能能でですす））  

事事後後措措置置ととししてて、、軽軽度度のの聴聴力力低低下下がが認認めめらられれるる場場合合ににはは第第ⅡⅡ管管理理区区分分等等のの作作業業場場ででもも耳耳栓栓等等使使用用

のの励励行行、、中中等等度度以以上上のの聴聴力力低低下下がが認認めめらられれるる場場合合ににはは耳耳栓栓等等使使用用のの励励行行、、作作業業時時間間のの短短縮縮、、配配置置

転転換換等等をを行行いいまますす。。そそのの際際、、日日本本耳耳鼻鼻咽咽喉喉科科学学会会認認定定騒騒音音性性難難聴聴担担当当医医をを活活用用ししままししょょうう（（騒騒音音

性性難難聴聴担担当当医医はは当当セセンンタターーにに登登録録さされれてていいまますす））。。    

  

 

 

騒音作業従事労働者 

雇用時等健康診断 

（雇用時・配置替え時） 
 
○既往歴、業務歴の調査 

○自他覚症状の有無の検査 

○オージオメーターによる 

  気導純音聴力検査 

○その他必要とする検査 

定期健康診断 

（6 ヶ月以内ごとに 1 回） 
 
○既往歴、業務歴の調査 

○自他覚症状の有無の検査 

○オージオメーターによる 

  選別聴力検査 

医師が必要と認めた者

二次検査 
 
○オージオメーターによる

気導純音聴力検査 

○その他必要とする検査 

有所見者 異常なし 

事後処置 

異常なし 



ⅡⅡ．．対対象象のの作作業業場場でではは常常時時従従事事すするる作作業業者者にに、、次次ののよよううなな労労働働衛衛生生教教育育をを行行いいままししょょうう！！  
  

ⅰⅰ  騒騒音音のの人人体体にに及及ぼぼすす影影響響  

ⅱⅱ  適適正正なな作作業業環環境境のの確確保保とと維維持持管管理理  

ⅲⅲ  防防音音保保護護具具のの使使用用方方法法  

ⅳⅳ  改改善善事事例例及及びび関関係係法法令令  

  

騒騒音音のの人人体体にに及及ぼぼすす影影響響ののううちち、、代代表表的的なな疾疾患患がが騒騒音音性性難難聴聴でですす。。  
 
騒騒音音性性難難聴聴はは、、騒騒音音にによよりり内内耳耳のの感感覚覚細細胞胞がが障障害害さされれるるここととにによよっってて起起ここりりまますす。。初初めめはは耳耳鳴鳴りり

ががししたたりり、、高高音音域域のの周周波波数数44000000HHzz  付付近近のの聴聴力力がが低低下下ししててききまますす。。会会話話音音域域ははそそれれよよりり大大部部分分がが

低低いいののでで、、ここのの際際難難聴聴のの自自覚覚ははほほととんんどどあありりまませせんん。。聴聴力力低低下下がが進進んんででここのの音音域域ままでで及及ぶぶとと、、会会

話話にに支支障障がが出出ててききまますす。。  
 
騒騒音音性性難難聴聴ににななるるとと聴聴力力はは元元にに戻戻ららなないいこことと、、高高齢齢ににななるる前前かからら会会話話がが不不自自由由ににななるるここととをを伝伝ええ

ままししょょうう。。  
 
以以上上ががででききれればば騒騒音音職職場場管管理理ははだだいいたたいい合合格格でですす。。  
 
今今後後ももここののよよううなな職職場場のの管管理理をを続続けけてていいききままししょょうう。。  

平平成成1177  年年埼埼玉玉県県のの1155  歳歳以以上上のの就就業業者者数数はは、、多多くくのの騒騒音音職職場場をを抱抱ええてていいるる製製造造業業がが約約6644  万万人人、、

建建設設業業がが約約3300  万万人人ににもも上上りりまますす。。  
 
モモノノヅヅククリリのの技技術術にに誇誇りりをを持持っってて働働いいてていいるるみみななささんんがが、、難難聴聴のの予予防防にによよっっててここれれかかららのの人人生生をを

有有意意義義ににすすごごせせるるよようう、、ササポポーートトででききれればば幸幸いいでですす。。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
大宮地域産業保健センター       

産業医・騒音性難聴担当医 武石 容子 


